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（川端美臣、11 月 19 日）、第 5 回「守山市の地場
産業と教育」（清原健・井上純作・山倉雅雄、12 月
16 日）、第 6 回「守山宿の町家の可能性」（濱崎一
志、1 月 22 日）、第 7 回「中心市街地活性化基本計
画再考」（舟橋和夫、2 月 18 日）。以上が、今まで
に行ったものですが、これを総括し、また広く市民
の皆さんにもこの活動と中身を知ってもらおうと、
3 月 14 日にシンポジウムを予定しております。皆
様のご参加をお待ちしております。 
中山道守山宿の歴史文化シンポジウム 














いて」（宮本和宏、9 月 24 日）、第 2 回「中山道守
山宿の歴史」（川端弘、10 月 8 日）、第 3 回「守山
宿の古民家に住む者として」（山本正之、10 月 22 中山道守山宿研究会のようす （2 月 18 日
守山 FS にて 参加者 18 名） 
３
■第 10 回 定例研究会 
１．日時：平成 21 年 3 月 25 日（水）11:00～14:00 頃 
２．場所：保津川（10:30 に JR 亀岡駅北口にお集まりください。）
３．発表者：上田潔（元筏士）、酒井昭雄（元筏士） 














１．日時：平成 21 年３月 14 日（土） 13:00-16:30 
２．場所：エルセンター（守山市勝部三丁目） 
３．テーマ：地域資源の活用による中心市街地活性化 

















































































1 月 7 日に農学部、PADETC の関係者が集まり、プロジ
ェクトの人員構成と事務所について話し合いました。農学






が 2 月 25 日から 3 月 13 日まで来日し、京滋地域の農村
を訪問することが決まりました。亀岡 FS、守山 FS にもお世
話になります。日本の農村や都市近郊のみなさんとの交
流をとおして、地域の取り組みを実感・体感して、母国で
の活動に役立ててもらいたいと考えています。 
余談となりますが、今回、現地で何度か農村を訪問す
る
な衣装をかたくなに守っている北部のあ
る
機会がありました。ラオスの村には、まだ昔の生活の雰
囲気があちこちに残されています。高床式の家の床下に
は、使わなくなった伝統的な道具や農具が無造作にかけ
られていました。 
しかし、伝統的
村を訪れた際、その衣装を脱ぎ洋服を着る人たちが現
れてきたことや、ある村人は、病気で町の病院に入院した
際、町の人たちに自分の衣装を遅れたもののように見下
すような眼差しを向けられ、それを機会にその人は洋服を
着始めたとの話を聞く機会がありました。このように、人々
の誇りが失われていくのだなーと考えさせられました。 
４
